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一や
護
憲
集
会
な
ど
に

・い
い
ほ
ど
舞
台
に
立

）る
著
者
の
本
業
は
ル

、あ
る
¨
膨
大
な
ル
ポ

、き
た
著
者
だ
が
そ
の

）デ
ビ

ュ
ー
当
時
か
ら

東
し
て
い
る
。
タ
イ
ト

「声
な
き
人
々
」
に
じ

み
せ
、
書
き
留
め
、　
一

ｃ
が
許
さ
れ
て
い
い
の

フ
て
き
た
。
な
ぜ
？

一
側
や
少
数
者
側
か
ら

全
体
が
見
え
や
す
い

ヽ
。
２
０
１
４
年
３
月

、
朝
日
新
聞
青
森
総
局

Ｈ

．
―
し
県
版
に
連
載

湖
に
な

っ
た
。

鉄
会
社
傘
下
の

「労
働

一み
込
み
で
働
き
、
仕
送

・ル
ポ
、
ト
ヨ
タ
の
下
請

一て
ル
ポ
。
い
ず
れ
も
差

」だ

っ
た
。
長
期
潜
入
ル

｝カ
ッ
コ
い
い
が
、
家
族

）な
が
ら
の
取
材
が
結
果

一
っ
た
と
著
者
。
そ
の
う

０ど
か
ら
次
々
取
材
依
頼

ン
に
な

っ
た
。
著
者
は
青

時
あ
た
か
も

「む
つ
小

開
発
」
な
る

一
大
計
画
が

り
地
元
は
沸
い
た
。
開
拓 鎌

田
　
慧

著
　
聞
き
手
・
出
河

雅
彦

農
民
が
土
地
買
い
上
げ
を
迫
ら
れ
分

断
さ
れ
散

っ
て
行
く
。
同
じ
光
景
を

成
田
空
港
反
対
闘
争
で
も
見
た
。
権

力
側
の
横
暴
を
こ
れ
以
上
許
す
な
と

ば
か
り
、
闘
争
や
カ
ン
パ
を
呼
び
か

け
る
ビ
ラ
書
き
ま
で
引
き
受
け
た
。

罪
な
き
民
が
虐
げ
ら
れ
る
の
を
座

視
で
き
な
い
。
そ
の
典
型
が
冤
罪
事

件
だ

。
弘
前
大
教
授
夫
人
殺
害
事

件
、
財
田
川
事
件
、
狭
山
事
件
で
被

害
者
を
励
ま
す
。

「原
発
は
安
全
」

と
書
く
朝
日
の
科
学
記
者
が
著
者
と

鋭
く
対
決
し
た
。
や
が
て
フ
ク
シ
マ

の
大
事
故
発
生
。
勝
負
は
つ
い
た
。

罪
な
き
民
の
苦
し
み
は
Ｊ
Ｒ
事
故
、

公
害
や
炭
坑
事
故
で
も
顕
著
だ
。
後

遺
症
で
苦
し
む
夫
を
世
話
し
な
が
ら

著
者
に

「地
獄
で
す
」
と
語
る
家
族

を
取
材
し
、
励
ま
す
。

ル
ポ
の
意
義
を
著
者
は

「情
報
や

フ
ィ
リ
ッ
プ

。
ジ
ン
バ
ル
ド
ー
、

ニ
ー
ト
、
ひ
き
こ
も
り
、
草
食
男

子
。
こ
れ
は
男
性
の
生
涯
未
婚
率
が

２３
％
と
い
わ
れ
る
現
代
日
本
特
有
な

ニ
キ
ー
タ

・
ク
ー
ロ
ン

著

高
月
　
園
子
　
訳

か
ら
イ
メ
ー
ジ
す
る
。
そ
の
結
果
、

リ
ア
ル
な
女
性
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
か
ら
よ
り

一
層
遠
ざ
か
る
よ

う
に
な
る
、
と
い
う
。

し
か
し
本
書
を
読
み
進
む
と
、
そ

の
背
景
に
あ
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
の

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
幻
想
」
の
崩
壊
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
マ
イ
ホ
ー
ム
を

購
入
し
、
高
額
な
サ
ラ
リ
ー
を
得

て
、
家
族
を
支
え
、
家
族
を
愛
す
る

男
性
像
。
そ
の
実
は
、
家
族
の
中
で

孤
立
し
、
誰
も
父
親
と
深
い
会
話
を

せ
ず
、
給
料
運
搬
人
と
な
る
。
家
族

に
生
き
血
を
吸
わ
れ
る

「
カ

エ
ル

男
」
か
ら
の
逃
避
が
、
現
在
の
ア
メ

リ
カ
人
男
性
の

「退
避
行
動
」
を
生

ん
で
い
る
。
伝
統
的
な
結
婚
像
、
家

族
像
の
崩
壊
に
、
ネ

ッ
ト
社
会
が
巧

み
に
入
り
込
ん
だ
と
い
う
べ
き
だ
。

本
書
は
、
そ
の
解
決
策
と
し
て
、
政

府
、
学
校
、
家
庭
、
ネ

ッ
ト
、

メ
デ

ィ
ア
の
役
割
な
ど
を
提
案
す
る
が
、

彼
ら
の
退
避
行
動
を
単
に

「病
的
」

と
み
な
す
の
で
は
な
く
、
社
会
の
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
破
た
ん
の
信
号
と

捉
え
、
我
々
が

「正
し
い
」
と
イ
メ

ー
ジ
す
る
社
会
を
ど
れ
だ
け
変
え
て

ゆ
け
る
か
、
が
む
し
ろ
課
題
だ
。

フ

ェ
ミ

ニ
ズ
ム
の
時
代
か
ら
ミ
サ

ン
ド
リ
ー
の
時
代

へ
？
　
男
性
が
ひ

そ
か
に
発
す
る
危
険
信
号
に
耳
を
傾

け
る
時
が
き
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
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◇

フ
ィ
リ
ッ
プ

・
ジ
ン
バ
ル
ド
ー

米
国
心
理
学
会
会
長
な
ど
歴
任
。

奪

う

一１

■

『
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
は
自
由
を
奪

う
』
ア
ン
ド
リ

ュ
ー

・
キ
ー
ン
著
、

中
島
由
華
訳
　
ど
う
し
た
ら

「ぼ
く

た
ち
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
」
を
取
り

一戻
せ
る
の
か
―
―
。
ネ

ッ
ト
に
よ

っ

ジャーナリスト 長沼 節夫 評 犠牲を被る側から見る

査経套重輩摯抒 深尾 葉子評

話
題
を
提
供
す
る
だ
け
で
は
な
い
。
Ｍ
〕

会
』
と
挑
戦
的
な
ャ
イ
ト
ル
を
冠
し

棚
「
一
辱
島
一
気
特
一
４
響
い
ギ
刹
「

Ж

蛯
」
¨

ｏ 本
岨
ｒ
酬
枷
ｍ

ｅ Ｍ
ｄ ａ

「
ネ

”

と
い
う
時
代
の
歴
史
を
書
き
続
け
て

叫

卜
に
難
が
り

っ
げ
′‥，‐‐
し
で
、
現
実
の

い
』
¨
就
智
潰
”
可
希
】

「
せ

は
田
岬

「
ｒ

ａ
瑚
却
縣
か
燃
味
悧
称
い
い
親
鋼
孵

生
ま
れ
。
新
聞
記
者
、
雑
誌
編
集
者

　
　
時
間
を
ネ

ッ
ト
）
ケ
ー
ム
に
費
や

を
経
て
、
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
。　
　
　
　
　
　
し
、
性
的
な
欲
■
ι
・
―
■
ン
ラ
イ
ン
ポ

い
で
が
わ

・
ま
さ
ひ
こ
　
１
９
６
　

　

ル
ノ
で
充
足
し
、
叫
実
の
女
性
と
乖

０
年
生
ま
れ
。
新
聞
記
者
。　
　
　
　
　
　
離
し
た
性
的
像
を
か
な
り
早
い
年
齢

経
済

・
文
化
格
差
は
広
が
り
、
ネ

ッ

ト
は
問
題
を
助
長
し
て
い
る
。
政
府

は
ネ

ッ
ト
や
巨
大
Ｉ
Ｔ
企
業

へ
の
規

制
を
強
め
よ
。
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の

イ
ン
サ
イ
ダ
ー
が
、
こ
れ
か
ら
の
ネ

ッ
ト
と
社
会
の
あ
り
方
を
探
る
。
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）
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